
よくあるの展示ブース例
提供されるテーブルに腰幕を張り、商品はテー
ブル上に置いている。背面にはポスターを掲示。

★県連が採用した展示ブース
約2mのタペストリーを設置。どの商品でも映える、「紺
色」を基調としたデザインに統一。ブースは各事業所の
イチオシ商品が前面に見えるようにベースカウンターの
作成や商品が並ぶひな壇を設置するなどし、人間にとっ
て1番見やすい高さになるようにし、視認性を高める。

■共同出展するメリット

①同じデザインの展示ブースが並ぶためバイヤーの目を引くことが出来る。

②出展者同士の横の連携が産まれやすくなる。

③数が多いので、優先していい場所のブースを提供してもらえる可能性が高い。

④商工会職員同士の協力体制が構築できる。
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赤色の箇所が昨年の出店エリア

■共同出展するメリット
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■共同出展のスキーム図

出展とりまとめ、
最終申込
ブース位置調整

販路開拓セミナーの実施、専門家派遣の実施、ブース制作のための写真ロゴの調整、準備

出展者募集、伴走型事業で出展費補助
出展に向けた伴走支援（セミナーや個別相談）

ブース制作、
デザイン依頼、支払い

各商工会の伴走型補助金申請書には、
県全体として出展することを記載
※申請書のひな型あり

県連 商工会 0出展事業者

展示会業者
（イノベント等）

デザイン業者

出展費請求・支払い
出展者情報の登録（WEB)
電気やガス、設備の発注、
支払い

出展申込
ブース制作協力
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専門家支援チーム

1 藤尾政明氏 商談シート作成
商品ストーリー
具体的ノウハウ
商談ブース設営
商品構成、選定
バイヤーへの働きかけ、
コツ

2 芳田京美 氏

3 林直樹 氏

4 福満ヒロユキ 氏 商品ストーリー
プレスリリース
広報支援

事務局：辰巳・石原・梅谷

日程 販路開拓セミナーのテーマ（予定） 担当CA

第1回 8月1日(月)

14-15時

「商談会出展に向けた準備 ～商談シートの活用と

販路開拓につなげる取組～」

藤尾CA

第2回 8月29日(月)

14-15時

「商談会に出展する目的とメリット ～出展効果を

最大化する3つのポイント～」

芳田CA

第3回 9月28日(水)

14-15時

「商談会出展の具体的ノウハウについて

～魅力ある商品提案、PR方法、モノの売り方～」

芳田CA

第4回 10月18日(火)

14-15時

「元スーパー経営者が語る バイヤー目線で考える

商流・物流の流れ、継続取引につながる商品提案」

林CA

第5回 11月11日(金)

14-15時

「商談会までにやっておきたい広報活動・プレスリリース

について」

福満CA

＊上記セミナーは、すべてオンラインで開催予定です。後日に動画でも配信を予定しており、自由にご視聴いただく予定です。



■昨年度のブースの様子
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テーブル１台
（Ｗ1200ｍｍ×Ｄ600ｍｍ）
パイプ椅子１脚

壁面パネル
（黒パネルに変更）

【１小間仕様】

※隣接する小間との仕
切り壁はありません。
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■昨年度のブースの様子
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■昨年度のブースの様子
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